
　平成12年4月から平成13年3月の期間に，水産試験場への

持ち込みと養殖場の巡回調査時に採取した検体について魚

病診断及び薬剤感受性試験を行った結果を取りまとめた。

魚病診断結果について
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平成12年  月 平成13年　月

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

ブ リ （ ０ 才 ） 1 1 6 1 1 10

ブ リ （ １ 才 ） 1 1 1 3

カ ン パ チ 1 1 2

ブ リ ヒ ラ 1 1

シ マ ア ジ 1 1

マ ダ イ 1 1

海　面 ヒ ラ メ 3 1 1 1 2 8

ト ラ フ グ 1 1 2

イ サ キ 1 1

イ シ ダ イ 1 1

ト ラ フ グ 1 1

ク ロ ア ワ ビ 1 1

小計 2 4 1 3 8 1 4 2 2 4 1 0 32

ア ユ 34 8 15 3 0 2 0 1 13 7 20 15 118

内水面 ア マ ゴ 1 2 3 1 2 1 10

ウ ナ ギ 3 1 1 1 1 7

小計 38 10 19 3 0 2 1 1 13 8 23 17 135

40 14 20 6 8 3 5 3 15 12 24 17 167

魚種名

総診断件数

表１　平成１２年度　魚種別の月別診断件数

平成12年  月 平成13年　月
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

ブリ（０才） 連 鎖 球 菌 症 6 6

ビ ブ リ オ 病 1 1

ノ カ ル ジ ア 症 1 1

連鎖球菌症＋ベネデニア症 1 1

類 結 節 症 ＋連 鎖球 菌症 1 1

小計 1 0 0 1 6 0 1 0 1 0 0 0 10

ブリ（１才） 連 鎖 球 菌 症 1 1

類 結 節 症 1 1

ミ コ バ ク テ リ ア 症 1 1

小計 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3

カンパチ 類 結 節 症 1 1

ビ ブ リ オ 病 1 1

小計 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

ヒラメ ビ ブ リ オ 病 1 1 2

連 鎖 球 菌 症 1 1

細 菌 感 染 症 1 1

不 明 2１） 1 1 4

小計 0 3 0 0 0 0 1 1 1 2 0 0 8

トラフグ ヘテロボツリウム症 1 1

ヘテロボツリウム症＋白点病 1 1

ト リ コ ジ ナ症 ＋白 点病 1 1

小計 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 3

ブリヒラ ベ ネ デ ニ ア 症 1 1

シマアジ シ ュ ー ド モ ナ ス 症 1 1

マダイ ビブリオ病＋滑走細菌症 1 1

イサキ 不 明 1 1

イシダイ 不 明 1 1

クロアワビ２） 細 菌 感 染 症 1 1

2 4 1 3 8 1 4 2 2 3 0 0 32

１）中間育成中の種苗の死亡、濾過性病原体による感染症の可能性がある。
２）種苗生産中の稚貝

魚種名 病　　名

計

表２　平成１２年度　魚種別月別の診断結果（海面関係）

魚病診断結果

　月別の診断件数を表１に，魚種別の診断結果を表２，３

に示した。



平成12年  月 平成13年　月
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

ア　ユ 冷 水 病 20 4 7 2 5 2 4 2 46

冷水病＋シュードモナス病 3 2 5 1 11

冷水病＋ｷﾞﾛﾀﾞｸﾁﾙ ｽ症 2 2

シ ュ ー ド モ ナ ス 病 1 1 2 2 5 2 13

エ ロ モ ナ ス 病 1 1

ビ ブ リ オ 病 2 3 5

ボ ケ 病 1 1

水 カ ビ 病 1 1 2 4

胃 真 菌 症 1 1

不 明 13 4 4 2 2 1 3 5 34

小計 33 8 15 3 0 2 1 1 13 7 20 15 118

アマゴ せ っ そ う 病 1 2 3

せっそう病＋細菌性鰓病 1 1 2

細 菌 性 鰓 病 1 1

テ ト ラ オ ン ク ス 症 1 1

水 カ ビ 病 1 1

不 明 2 2

小計 1 2 3 0 0 0 0 0 0 1 2 1 10

ウナギ 鰓 弁 充 血 症 1 1

パ ラ コ ロ 病 1 1 2

カ ラ ム ナ リ ス 症 1 1

不 明 1 1 1 3

小計 3 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 7

37 10 19 3 0 2 2 1 13 8 23 17 135計

魚種名 病　　名

表３　平成１２年度　魚種別月別の診断結果（内水面関係）

　内水面関係の診断件数はアユ118件，ウナギ7件，アマゴ

10件であり，総計は135件であった。海産魚における診断

件数はブリ13件，ヒラメ8件，カンパチ２件，トラフグ２

件，マダイ1件，その他魚類が6件であり，総計は32件で

あった。

　アユでは冷水病およびシュードモナス病の診断件数が61

％を占め，冷水病は4月に最も多く発生が見られた。ウナ

ギでは鰓弁充血症が１件確認された。

　海産魚では，ブリの連鎖球菌の診断件数が最も多かっ

た。また，ブリでノカルジア症，ミコバクテリア症が各1

件確認された。

薬剤感受性試験結果

　アユの冷水病原因菌 Flavobacterium psychrophirumは，

前年度同様にスルフィソゾールおよびフロルフェニコール

に対して全ての菌株で高い感受性を示した。しかし，この

2剤以外ではオキソリン酸，スルファモノメトキシンとオ

ルメトプリムの合剤に対して低い感受性を示す菌株や感受

性を示さない菌株が見られた。（表４）。また，シュード

モナス病原因菌 Pseudomonas plecoglossicidaは全ての菌株

で，検査した薬剤に対して感受性を示さなかった（表

５）。

　ブリのα連鎖球菌症の薬剤感受性試験結果では，OTC，

ABPCに高い感受性を示す菌株が見られた。また，OAはす

べての菌株で感受性を示さなかった（表６）。

薬剤名

感受性程度 SMMX SIZ OA FF SO

－ 13

＋ 7 2

＋＋ 8

＋＋＋ 15 15

薬剤名

感受性程度 SMMX SIZ OA FF SO

－ 5 5 5 5 5

＋

＋＋

＋＋＋

薬剤名

感受性程度 OTC EM ABPC FF OA

－ 6

＋ 1 1

＋＋ 2 6 2 5

＋＋＋ 4 3

表４　アユから分離したFlavobacterium psychrophilumの

薬剤感受性試験結果

表５　アユから分離したPseudmonas plecoglossicidaの

薬剤感受性試験結果

表６　ブリから分離したα溶血性連鎖球菌の薬剤感受性

試験結果

SMMX : ｽﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ(ﾀﾞｲﾒﾄﾝ)
SIZ : ｲｽﾗﾝ（ｽﾙﾌｨｿｿﾞｰﾙ）
OA : ｵｷｿﾘﾝ酸(ﾊﾟラｻﾞﾝ)
FF : ｱｸｱﾌｪﾝ(ﾌﾛﾙﾌｪﾆｺｰﾙ)
SO : ｽﾙﾌｧﾓﾉﾒﾄｷｼﾝ･ｵﾘﾒﾄﾌﾟﾘﾑ
OTC : ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ
EM : ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ

ABPC : ｱﾝﾋﾟｼﾘﾝ


